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展覧会の概要 

 

展覧会名｜高知の前衛 高﨑元尚と浜口富治 

会期  ｜2026 年 2 月 28 日（土）－3 月 31 日（火） 

9：00～17：00（入館は 16：30 まで） 

会場  ｜高知県立美術館 展示室 B、C 

観覧料 ｜一般前売 960 円、一般当日 1,200（960）円、大学生 850（680）円、

高校生以下無料 

※（ ）内は 20 名以上の団体割引料金。※年間観覧券所持者は無料。※身体障害者手帳、療育

手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷病者手帳 及び被爆者健康手帳所持者とその介護者（1名）、

高知県及び高知市の長寿手帳所持者は無料。【前売券販売所】県立美術館ミュージアムショッ

プ、金高堂書店本店、こうち生活協同組合（コープよしだ、コープかもべ）、県庁生協売店、ロ

ーソンチケット［L コード：62706］ 

 

高知出身の美術家、高﨑元尚（たかさき もとなお、

1923–2017）と浜口富治（はまぐち とみじ、1921–

2009）の活動を辿り、1960 年代の高知で起きた前

衛美術運動の実像に迫ります。 

戦後に創作活動を本格化させたふたりは、1950 年

代から並んで頭角をあらわしました。62 年には地

元の作家たちと美術グループ「前衛土佐派」を結成、

高知から新たなムーブメントを起こそうとします。 

1960 年代初頭の浜口は、刃物を用いた挑発的な作

品を発表する傍ら、架空の展覧会の案内状を郵送す

る作品など、世界的にも早い時期にコンセプチュア

ルな制作に取り組みました。一方の高﨑は、63 年

に代表作《装置》を発表して自らの評価を確立。前衛土佐派にとどまらず、66 年に

は関西の「具体美術協会」に参加しています。 

本展では、当館が継続的に進めてきた作家調査の成果として、新たに確認された作

品や資料を一挙に公開します。長らく全体像が捉えられなかった浜口の 1960 年代

の活動や、高﨑が《装置》を発展させていく歩みを、はじめて体系的に紐解きます。

あわせて、前衛土佐派に参加した地元作家の作品や、彼らと並走した詩人たちの活

動にも注目することで、これまで十分に語られてこなかった 60 年代の高知のアー

トシーンを浮かび上がらせます。 

1950 年代半ばから相次いでオープンした喫茶店や画廊を発表の場に、高知の作家

たちは独自の表現を模索しました。その歴史に改めて目を向けることは、単一的な

歴史観を揺さぶり、ローカルな視点から美術史を編みなおす試みにほかなりませ

ん。高知の前衛を体現するふたりの美術家の足跡をご紹介する初の機会に、どうぞ

ご期待ください。 



高知県立美術館 プレスリリース 

2 

 

 

本展の 

みどころ 

1960 年代の「高知の前衛」はいかにして生まれたのか。 

当時の中心的な存在だったふたりの美術家の活動を手がかりに、この問いに向

き合います。 

 

① 高﨑元尚と浜口富治。対照的なふたりの美術家の実践を通して、新たな角度か

ら高知における「前衛の時代」を知る機会です。 

高知の前衛美術を牽引したふたりの美術家、高﨑元尚と浜口富治の歩みに注目

しながら、200 点を超える作品資料を通して高知の前衛の実像に迫ります。 

土着的・呪術的なものに関心を持ち、世界的にも早い時期にコンセプチュアル

な制作を行った浜口と、理知的かつユーモアに満ちた発想に基づきながらも、

時代に応じて制作手法を柔軟に変化させた高﨑。 

本展では、ライバルでもあったふたりの制作を対比的に紹介します。1970 年代

以降は異なる方向へと進んだふたりの歩みをその背景とともに辿ることで、高

知の前衛美術運動の隆盛と、運動が下火になっていった過程を明らかにします。 

 

② およそ 30 年ぶりに、1960 年代の高知の前衛美術シーンを一望します。高知初

の前衛美術グループ「前衛土佐派」に関する新出資料も一堂に公開！ 

当館では「こんなアヴァンギャルド芸術があった！―高知の 1960 年代―」展

（1997）以降、継続的に高知の前衛美術について調査研究を重ねてきました。 

この機会に、遺族宅から発見された「前衛土佐派」の展覧会風景写真やチラシ、

ステイトメントといった貴重な資料群を一挙公開します。 

また、高﨑と浜口以外にも、前衛土佐派に参加した作家の作品を通して、熱気

に満ちた高知の前衛美術シーンを見渡します。 

 

▶「前衛土佐派」とは 

1962 年 7 月に高知新聞紙上で結成を発表した高知初の前衛美術グループ。

メンバーは、浜口富治と高﨑元尚のほか、当時の

高知県展洋画部門に出品していた地元作家が中

心となった。66 年まで計 5 回の「土佐派」展を

高知大丸で行ったが、67 年の「南日本現代美術

展」（高知）で実質的に瓦解した。 

 

 

 

▶このパフォーマンスは「前衛土佐派」の前身にあたるグ

ループのひとつ「グループ・ゼロ」名義で実行されたもの。 

上段左から、浜口富治、堀愼吉、寺尾孝志、高﨑元尚。下

段左から、森田昭一、須藤康夫、坂田和。 



高知県立美術館 プレスリリース 

3 

 

③ 浜口富治の 1960 年代の活動を、はじめて包括的にご紹介します。 

「前衛土佐派」の中心人物として知られる浜口富治は、

刃物を用いた作品が読売アンデパンダン展で出品拒否

にあい、会場前で抗議のパフォーマンスを行うなど、

きわめて挑発的な活動を繰り広げました。また、東京・

南画廊で個展を行っていたジャン・ティンゲリーとの

作品交換や、文字だけを用いたコンセプチュアルな制

作で知られる美術家、松澤宥（まつざわ ゆたか）との

交流に見られるように、その活動は同時代の国内外の

前衛美術とも呼応していました。 

しかし、こうした 1960 年代のエピソードは、浜口が 70 年代以降制作の方向を

変化させたこともあって、今日では全体像がほとんど知られていません。本展

では、遺族宅から発見された新出作品や資料をもとに、当時の先鋭的な実践の

数々を振り返ります。 

 

④ 高﨑元尚の代表作《装置》の展開に迫る 

正方形が規則的に反復するアイコニックな外観を

もつ、高﨑元尚の代表シリーズ《装置》。1963 年

に発表されて以降、展覧会だけでなくレストラン

や喫茶店といったパブリックスペースで展示され

る機会も多い、作家の代名詞的存在です。66 年に

はニューヨークの「第 1 回ジャパン・アート・フ

ェスティバル」でも出品されるなど、高﨑はこのシリーズでもって一世を風靡

しました。本展では《装置》の成立の経緯と発展の過程をご紹介します。 

 

画像右上：浜口富治《浜口富治オブジェ巡回移動展のぼり》1963 年、個人蔵 

画像右下：高﨑元尚《装置》1967 年、一般社団法人高知県銀行協会蔵 

 

作 家 プ ロ フ ィ

ール 

 

高﨑元尚［たかさき・もとなお 1923（大正 12）〜2017（平成 27）年］ 

高知県香美市生まれ。学徒動員されて復員したのち、

1949 年に東京美術学校（現・東京藝術大学）彫刻科を卒

業。1950 年代は絵画と写真の両分野に取り組み、幾何学

図形による画面構成を特徴とする絵画や主観主義写真

の系譜に属する写真作品を発表した。58 年に「抽象絵画

の展開」展（東京国立近代美術館）に出品。62 年、前衛

美術グループ「前衛土佐派」を結成。63 年に《装置》を

発表して注目を集め、66 年に具体美術協会のメンバーと
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なる。60 年代後半からは行為に重きを置いた作品へと転じ、「密着」、「破壊」とい

ったシリーズを展開。2017 年に当館で「高﨑元尚新作展 破壊－COLLAPSE－」を

開催した。長年土佐中学・高等学校の教諭を務め、多くの美術作家を指導した。高

知市で没した。 

 

浜口富治［はまぐち・とみじ 1921（大正 10）〜2009（平成 21）年］ 

高知県赤岡町に生まれる。復員後、洋画家の山脇信徳に

師事して絵画を描き始める。1955 年、松澤宥らと「アル

ファ芸術陣」を結成、第 7 回読売アンデパンダン展に出

品。60 年頃から従来的な絵画表現から脱し、舟板や刃物

を用いた作品を制作するが、第 14 回読売アンデパンダン

展でそうした作品が出品拒否にあう。同年、高知で「前

衛土佐派」を結成。63 年、第 15 回読売アンデパンダン

展会場前で「動くオブジェ巡回移動展」と称して、「動く

オブジェ」をゲリラ発表する。70 年以降は前衛美術運動から離れて洋画や俳句の

世界に接近、高知県展の理事や顧問を歴任した。高知市で没した。 

 

本展の構成 

（予定） 

プロローグ 瓦礫の街から：高知県美術展覧会のはじまり 

1 高﨑元尚：1950−60 年代初頭の展開 

2 浜口富治：1950−60 年代初頭の展開 

3 高知の前衛：1950−60 年代 

3-1 高知から「中央」へ：県外公募展への出品 

3-2 「前衛土佐派」の結成 

3-3 高知県展の活況 

3-4 表現の現場としての喫茶店・画廊 

3-5 詩人たちとの交流：言葉と前衛 

4 「陽気な狂人」：浜口富治の実践  

4-1 「赤い岩礁」運動 

4-2 見えない絵／絵のない（意識の）画展 

4-3 動くオブジェ巡回移動展：ジャン・ティンゲリーとの出会い 

4-4 周辺の人々：瀧口修造、松澤宥 

4-5 ポッポ・ポッポ展 

5 理知とユーモア：高﨑元尚の実践 

5-1 「アクション」から「装置」へ 

5-2 「具体美術協会」への参加 

6 前衛の終焉 

6-1 南日本現代美術展：前衛土佐派のフィナーレと瓦解 



高知県立美術館 プレスリリース 

5 

 

6-2 転機：高知県展「立体部門」の創設 

7 前衛の先で：洋画と現代美術 

7-1 浜口富治の洋画回帰 

コラム MÉME：高知のパフォーマンス・グループ 

7-2 高﨑元尚の「破壊」 

 

主催 主催｜高知県立美術館（公益財団法人高知県文化財団） 

協賛｜JEANS FACTORY 

助成｜芸術文化振興基金 

協力｜現代企業社 

後援｜高知県教育委員会、高知市教育委員会、高知新聞社、RKC 高知放送、KUTV テ

レビ高知、KSS さんさんテレビ、KCB 高知ケーブルテレビ、エフエム高知、高知シ

ティ FM 放送 

 

関連イベント 

 

① 担当学芸員によるギャラリートーク［要観覧券・事前予約不要］ 

日時｜3 月 1 日（日）、3 月 29 日（日） 13：30－ 

会場｜2 階 高知の前衛展会場 

 

② 対談「コレクティブの時代」から前衛土佐派をプレイバックする［無料・事前予約不要］ 

「コレクティブ＊の時代」と呼ばれた 2010 年代に活動を開始し、雑誌『美術手帖』

でバックナンバーを振り返る連載「プレイバック！美術手帖」を執筆するなど、戦後

から現代の美術まで幅広い知見をもつアーティスト・原田裕規（はらだ ゆうき）氏

を招き、本展担当学芸員との対談を行います。 

＊…複数のアーティストが、個人ではなく「集団」として活動するゆるやかな共同体のこと 

 

日時｜3 月 15 日（日）13：30－14：30 

会場｜１階 講義室 

ゲスト｜原田裕規（アーティスト） 

 

③  サタデーレクチャー「高﨑元尚と浜口富治の 1960 年代」（仮）［無料・事前予約不要］ 

日時｜3 月 21 日（土）13：30－14：30 

会場｜１階 講義室 

講師｜塚本麻莉（本展担当学芸員） 

 

④  白木谷国際現代美術館バスツアー 

1960 年代に浜口富治の薫陶を受け、前衛土佐派に参加した画家・武内光仁（本展出

品作家）が、自らの手で作り上げた「白木谷国際現代美術館」（南国市）が、2026 年
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■ 広報用画像 

・ご希望の画像の番号（a～h）をお知らせください。作品のトリミングはご遠慮ください。このほか、

展覧会のポスター画像のご提供も可能です。 

・必ず下記のキャプション（太字下線は必須）もご掲載ください。 

・掲載時には、正式な展覧会名と会期の表記をお願いいたします。 

・掲載記事や VTR は展覧会開催の資料として保存しますので、若干部ご恵与ください。 

 

【お問合せ先】 

高知県立美術館（高知県高知市高須 353-2） tel 088-866-8000 / fax 088-866-8008 

学芸課 展覧会担当 塚本麻莉 mari_tsukamoto@kochi-bunkazaidan.or.jp 

 

3 月末をもって運営に一区切りをつけることにな

りました。これにあわせて、当館と白木谷国際現代

美術館の両方を巡る特別バスツアーを開催します。 

 

日時｜3 月 14 日（土）予定 

※本イベントの詳細は、決定次第当館のウェブサイ

トにてお知らせします。 

 

図録情報 

（予定） 

 

書名｜『高知の前衛 高﨑元尚と浜口富治』 

監修｜高知県立美術館 

執筆｜塚本麻莉、富井玲子、原田裕規 

発行｜アートダイバー 

発行日｜2026 年 3 月中旬 

価格｜未定 

サイズ｜A5 変形 

仕様｜上製本 

デザイン｜木村稔将 

ページ数｜200 ページ 

 

本展にあわせて、図録兼書籍『高知の前衛 高﨑元尚と浜口富治』を刊行します。 

主な出品作品・資料の図版に加え、作家遺族のインタビュー記事、担当学芸員に

よる論考のほか、富井玲子（美術史家）、原田裕規（アーティスト）が寄稿。 

高知の前衛美術をめぐる資料性に富んだ研究書であると同時に、展覧会体験を深

めるための決定版図録です。 

 

白木谷国際現代美術館 撮影：中島健藏 

mailto:mari_tsukamoto@kochi-bunkazaidan.or.jp
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【広報用画像 a】 

「理由なくデモして街を歩く」（高知市帯屋町界隈でのパフォーマンス風景）1961 年

個人蔵 

写真 

 

高知発の美術グループ「前衛土佐派」の前身にあたる「グループ・ゼロ」のパフォー

マンスの様子。1961 年に高知市帯屋町界隈で実行された。上段左端が浜口富治、右端

が高﨑元尚。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【広報用画像 b】 

高﨑元尚《装置 66-6》1966 年 高知県立美術館蔵 

板・カンヴァス片・塗料  

 

1963 年から、高﨑は白く塗ったカンヴァスを正方形に切り取り、画面上に規則的に並

べる「装置」シリーズの制作に着手した。高﨑は正方形の配置や素材に変化を持たせな

がら、様々な「装置」を国内外で発表し、高い評価を得た。 

 

  

【広報用画像 c】  

高﨑元尚《密着》1969 年 

写真 

 

「装置」に続く展開として、1968 年から始まった「密着」は、薄い鉛板を油土で叩き

つけ、床や壁に文字通り密着させたもの。60 年代の前衛の時代における「制作」から、

作家自身の身体的な行為を取り込む表現への転向を示すシリーズ。 

 

 【広報用画像 d】 

浜口富治《海の残骸》1961 年 高知県立美術館蔵 

板、土佐刃物、はがき、銀箔、塗料、釘 

 

中央部に縦に張り付けられた古い舟材からは、様々な種類の刃物が突き出ている。1961

年に浜口が東京・村松画廊で開催した個展「刃物の入った作品展」の出品作のひとつで、

刃物を用いたというインパクトからも注目を集めた。第 1 回前衛土佐派展の出品作でも

ある。 
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【広報用画像 e】 

浜口富治《メカニズムを閉じ込めたよろこび》1963 年 高知県立美術館蔵 

ミクストメディア（トランク、モーター、メス、金網、メトロノーム、ブリキ缶ほ

か） 

 

浜口が「動くオブジェ巡回移動展」と称して実行した 1963 年のゲリラ展示で展示し

たキネティック・アート作品のひとつ。前年の読売アンデパンダン展で、刃物を使っ

た自作が出品拒否された浜口は、抗議の意を表すために本作など数点の「動くオブジ

ェ」を制作し、アンデパンダン展会場の東京都美術館前で公開した。オブジェは展示

台としても使われたトランクで持ち運ばれた。 

 

 

 

 

 

 

【広報用画像 f】 

高﨑元尚（1960 年代） 

 

 

 

 

 

 

【広報用画像 g】 

浜口富治（1963 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【広報用画像 h】 

高知大丸で行われた前衛土佐派展（1962 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


